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SBT達成に向けたCO2削減計画策定支援モデル事業【背景と意義】

BAUシナリオ

目標達成シナリオ

背景SBTはパリ協定という社会全体のニーズから逆算した目標設定であり、現状企業が積み上げている削減可能量との間に乖離が生じる可能性や、目標達成に向けたシナリオが描けない可能性がある。
本モデル事業の意義
SBT目標を達成するための中⾧期的・具体的な削減計画策定支援を実施し、単なる目標設定に留まらない実現性の高いCO2削減に向けた取り組みを促す。

〈目標達成に向けた企業の課題〉
• 目標は立てたものの、目標達成に向けたロードマップを描けていない
• 現在考えている削減対策では、目標に届かない
• Scope３の削減の仕方がわからない
• 事業環境をめぐる将来の見通しを知りたい
• 将来技術の導入について検討したい

本事業で解決！



SBT達成に向けたCO2削減計画モデル事業【実施内容まとめ】
事業内容将来の事業環境変化を踏まえながら、効果が高いと思われる削減対策を探索し、企業による削減計画の作成を支援。モデル事業への参加企業1社につき3名程度のコンサルタントが、ブレストや調査を担当。

STEP1 CO2排出の現状整理・確認
削減対策の検討に際して重要な事業活動特定のため、排出源・活動別排出量を把握

STEP2 主要な事業環境変化の想定
想定されうる事業環境変化を整理し、CO2排出量へのインパクトが大きいものを具体的に洗い出す

STEP3 BAU排出量の概算
現在企業が想定している削減対策等に基づき、BAU排出量を概算。事業環境変化による影響も考慮。

STEP5 削減計画の作成
事業環境変化を前提に、BAU排出量と目標値との差分を埋めるべく、リストアップされた削減対策の実施時期・量をロードマップ化

STEP4追加的な削減対策の探索
排出源・排出活動と関連する事業環境変化を紐づけ、（企業が想定していない）削減対策をリストアップ

削減計画策定支援

オプション支援（企業の希望に応じて実施）
 先進技術実装検討先進技術の実装に係るシステムフロー図の作成や費用対効果の試算を行う。
 Scope3に係る具体的取組支援Scope3の削減目標達成に向け、サプライヤーの巻き込み等、具体的取組の進め方について検討・実施を支援。

担当コンサルタント(3名程度)企業側担当者



STEP2 主要な事業環境変化の想定想定されうる事業環境変化を整理し、CO2排出量へのインパクトが大きいものを具体的に洗い出す

STEP3・4へ

削減計画策定の流れとモデル事業における支援ポイント
STEP1 CO2排出の現状整理・確認削減対策の検討に際して重要な事業活動特定のため、排出源・活動別排出量を把握

ポイントサプライチェーン全体で削減対策を検討できるよう、主要排出源・排出活動について、サプライチェーンのマテリアルフロー・エネルギーフローを可能な範囲で整理。

ポイントSTEP1で整理したマテリアルフロー・エネルギーフローへのインパクトが大きい環境変化を洗い出し、事業環境変化を起点としたCO2削減シナリオを検討。



STEP3 BAU排出量の概算現在企業が想定している削減対策等に基づき、BAU排出量を概算。事業環境変化による影響も考慮。
STEP4 (追加的な)削減対策の探索排出源・排出活動と関連する事業環境変化を紐づけ、（企業が想定していない）削減対策をリストアップ

STEP5 削減計画の作成事業環境変化を前提に、BAU排出量と目標値との差分を埋めるべく、リストアップされた削減対策の実施時期・量をロードマップ化

削減計画策定の流れとモデル事業における支援ポイント

ポイント事業環境変化に加え、個社の中⾧期経営計画や事業ビジョンも前提とする。
ポイントStep2で検討したCO2削減シナリオを精査するため、具体的な削減対策・技術を調査、特定するとともに、現地踏査を交えて適用可能性を検討する。

ポイント精査したCO2削減シナリオを踏まえ、削減対策のロードマップを検討。また、将来の不確実性に対応できるよう、柔軟性のある計画とする。

計画の実行へ


